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肉用種雌牛の繁殖供用開始時の月齢と体重が産子の発育に及ぼす影響
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緒　　　　　　　言

肉用種繁殖牛の子年生産性を評価するには，繁殖性，哺

育性，飼料摂取などの諸面について長期的ないわゆる生涯

子牛生産性の見地から評価すろ必要がある。これら諸能力

の発現には育成期間の発育速度，繁殖供用開始時の月齢や

体格，更には繁殖牛のサイズ（体格）などが関連すると考

えられる。現在までに繁殖供用開始時の発育状態とその後

の繁殖性を中心とした数多くの知見が蓄積された。その結

果，繁殖供用開始時の妥当な発育水準は，経済的な繁殖牛

の評価も踏えて黒毛和種で体重300毎，体高115m程度に

達する15か月齢ころが目安とされている。また主に繁殖性

の面からより早期の供用開始でも十分に可能であり．むし

ろその方が繁殖成績が良いとすろ試験成績も報告されてい

る2）0しかし，惣殖供用開始時の発育状態とその後の長期

的な哺育性の関連を調べた報告は少ない。そこで黒毛和種

雌牛の繁殖供用開始時の月齢と体重の異なる3群について，

初産から5産までの産子の生時体重，発育及び哺乳量など

の哺育性と繁殖性を調べ．雌牛の育成期の成長と長期的な

子牛生産性の関連に若干の検討を加えた。

材料及　び　方法

東北農試において冬期舎飼．夏季放牧による同一の飼養

管理体系で自然交配により春子生産を行ってきた黒毛和種

繁殖牛の過去11年間の繁殖及び育成記録を用いて，それら

の中から産子数が5産以上を示した繁殖牛30頭を抽出した。

この供式年を繁殖供用開始時の月齢と体重によって次の3

群に区分した。すなわち，15か月齢供用で体重270晦未満

のlSMR群，同じく15か月齢供用で体重270吻以上の15MtI

群，24か月齢供用の24M群の3群である。これら各群の供

用時の体重と体高値は，15MR，lSMu，24M群でそれぞれ

257±11，291±19．354±2拍及び112・3±1・6，113，8±

1・7，117・2±2・4用（平均直士標準偏差）であった。

各群における供試牛の6歳齢までの体重推移（妊娠月齢

による影響を除去すろため2歳以後は妊娠6か月齢時の体

重）・泌乳量（分娩後2及び4題目の日哺乳誌の平均値），

産子の生時体重，子牛の1日当り増体量（別飼い試験の影

響を除去するため生時から3か月齢の増体量）及び繁殖成

熟こついてそれぞれ比較した。

結果　及び考察

（1）産子の生時体重

生時体重は各群の雄雌共に，産次の進むに伴って増加す

る傾向にあり，はば3産目から安定する傾向が認められる

（図1）。初産の産子では雄雌共に他の産次に比べ有意に
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小さい生時体重を示す。群間の比較では，1帥川が牒牒共

に各産次に共通してやや大きい生時体重を示すが，供用開

始がこれより遅い24Mの生時体重がより小さい。また初産

から5産目までの産子の生時体重の平均値は，堆雌射こ15

Mttで若干大きく，lSMR，24Mがほぼ同じである（表1）。

義1　5産次までの生時体重・DG・泌乳量

＼ 生　時　体　 重 1 日当り増体量 I 泌 乳 量
碓 l堆 碓 噂

15址R
30．9 ± 4．1 27．9 ± 3．8 0．74 ±0．16 0．65 ±0．11■6．20 ±1．13
（23） （19） （20） （18） （39）

15M u 32．1 ±3．6 29．4± 3．3 0．72 ±0．14 0．63 ±0．11 6，32 ±1．14（21） （23） （20） （22） （41）

24 M
30．4 ± 3．4 27．も±312 0．68 ±0．15 0．63 ±0．09 6．24 ± 1．43
（20） （20） （19）　　　 （19） （38）

注．単位：吻（）内は子年頭数
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これらの結果は，繁殖供用開始時の発育状態が産子の生

時体重に大きな影響を及ぼさず．産次によろ影響がより大き

いことを示す。産子の生時体重には母牛の分娩前栄部．妊娠

期間．産次，子年の性，出生季節などが影響するとされるが，

繁殖供用開始時の休重あるいは育成期の発育速度と庄子の

生時体重との関連に一致した試験成軌は得られていなしミ→ミ

（2）産子の発育

産子の生時から3か月齢までの1日当り増体量は，雄雌

共に産次の進むに伴1て増加する傾向にあるが，群間の

差は雄雌及び各産次において明確ではない（図2）。また初
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図2　1日当り増体量（0、・3か月齢）

産からS産目までの産子の1日当り増体虫の平均値は表1

に示すとおりであり，雄雌共にlSMRが大きく，15MⅥ，24M

の噸であるがそれらの差は有意ではない。産子の増体量は

各群とも生時体重と同様に3～4産目ではば安定する。子

牛の離乳前の発育は母性効果すなわち母牛の泌乳能力との

関連が強いが，そのはかの環境及び遺伝的要因の関与も知

られている。しかし，雌牛の繁殖供用開始時の発育自体は．

産子の発育に大きく影響しないとみられる。

（3）泌乳量

日哺乳量の平均値は初産から5産目まで増加する傾向が

明らかで，特に初産の泌乳量は有意に少ない。各群の泌乳

量は各産次とも有意な差を示さず，また5産目までの日哺

乳量の平均値にも差はない。これらの様相は産子の発育の

結果とも一致するものである。
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（4ノ　雌牛の体重推移

6歳齢までの確牛の体動は各群共に非常に榎やかな増加
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図4　体重推移

推移を示し，6歳時でほぼ完熟体重に遠する。6歳時の体重

は15Mtl，lSMR，24Mでそれぞれ464±55，447±62，427±

22晦であり，いずれもコンパクトな体格の繁殖年となった。

これは供試牛の連産性が高く，妊娠・哺膏による栄養的な

負担が母牛の発育を持続的に抑制したためとみられる。

（5）繁筋成績

45日間の自然交配による繁殖供用によって6歳までの全

産子数は15MR，15Mは，24Mでそれぞれ43，43，34頭であ

り，初産月齢を26か月齢とする分娩効率は．同様に95，98，

78％である。24M群は供用開始月齢が遅い分だけ産子数が

少ないが，各群とも同程度の高い連産性を示し，また早期

繁殖供用で問題となる分娩事軋特に難産の発生は各群共

に1例以下であった。他の報告でも，早期繁殖供用による

分娩事故の発生は少なく，むしろ過肥の場合により問題と

なることが指摘されていろ1㌔

以上の結果から，繁殖牛の長期的な哺背任及び繁殖性は

無頼供用時の発育状態による影響を受けにくいことが示唆

きれた。しかし，このような早期繁殖あろいは小格繁殖が

生涯の子牛生産性の向上とどの程度結びつくかは非常に重

要な問題であり，数多くの試厳成果の蓄積を待って結論を

出す必要があろ。
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